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0293-22-0293〈24時間対応〉

8945

急な病気のときの電話相談

児童虐待に関する相談 いばらき虐待ホットライン

子どもの教育相談

E-mail 7830@center.ibk.ed.jp〈24時間〉

茨城県 子どもの教育相談

毎日 18:30 ～ 0:30

3～5歳の子をもつ保護者向け
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お住まいのある市町村の保健福祉課・保健センターにご相談ください。



お住まいのある市町村の保健福祉課・保健センターにご相談ください。



「朝食の摂取状況」と「なんでもないのにイライラする」との関係

（対象　小学校5・6学年）

文部科学省「平成26年度『家庭教育の総合的推進に関する調査研究』」
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　子どもは、間違ったことを繰り返すものです。過度に叱る（叩く、激しい言

葉で叱責する）必要はなく、その都度正しいことを教えてあげましょう。
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現代の子どもたちは、携帯電話、スマートフォン、タブ

レット端末、テレビ、パソコン、DVDプレーヤーなど、

多くの電子メディア機器に囲まれて生活しています。

メディアは上手に利用することが大切です。メディアに

子守をさせる状態を避けるためにも、家庭でルールを

決めて接するようにしましょう。

「静かにしているから」と

いって、子どもにメディアの

視聴を長時間させていませ

んか？

メディアについて正しい知

識を持っていますか？

　幼児期から必要以上にメディア漬けの生活を続けてしまうと、言葉の遅れ、運
動不足、睡眠不足、そしてコミュニケーション能力の低下などを生じさせる恐れ
があります。また、家の中でも、外でベビーカーを押しながらでも、スマートフォン
等を見ながらの子育ては、子どもから目を離すことになり、安全に気配りができ
なくなっています。
　幼児期の子どもは、身近な人との関わり合いや自然体験などの遊びをとおし
て人間関係を築き、心や身体そして五感が成長していきます。家族でメディアの
接し方について考え、散歩や外遊び、絵本を読むなどして、親子で一緒に過ごす
時間を大切にしましょう。

●メディアを利用するときのルールは、家族で決めて、家族で守るようにしましょう。
●食事をしながらのテレビ・ビデオ・携帯電話・スマートフォンなどの使用は極力控え
　ましょう。
●見ていないときには、テレビを消すようにしましょう。
●すべてのメディア機器に接する時間の制限を決めて（トータル１日２時間までを目安）、
　親子で一緒に使用しましょう。
●子ども部屋に、テレビやDVDプレーヤー、パソコン、タブレット端末などのメディア機
　器を置くのは控えましょう。

【家族で見直してみましょう】

メディアの視聴

識を持っていますか？

　幼児期 ディア漬
動不足、睡眠不足、そしてコミュニ
幼児期からから必要必要以上以上にメに ディア

動不足、睡眠不足、そしてコミュ
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おはよう、ごはんを食べましょう

いただきます、ごちそうさまをいいましょう

朝食を食べるには、早寝早起きが必要になるなど、生活習慣改善の大きなカギとなります。
朝食を食べることで、生活リズムを整えましょう。

地域の日常生活や伝統行事等と結びついた食材や料理、食文化は私たちの誇りです。
いばらきの豊かな食を味わう機会を大切にし、食に関する知識や文化を学びましょう。

不足しがちな野菜をしっかり食べましょう。

命をもらった動植物、食に関わる方々や料理をしてくれた人たちの活動があって、
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お母さん、お父さんに「ありがとう。」「助かったわ。」と

喜んでもらえると、もっとお手伝いが好きになります。

花の
水やり

命の大切さ
に気づく
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！ おうちのルールを作ろう！
ルール1

ルール2

ルール3
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